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HOT TOPIC
ペットにおける食物アレルギーと
食物不耐症

「食物アレルギー」や「食物不耐症」という用
語は同じ意味で使われることも多いですが、
両者は同じではありません。両者をどのよう
に比較し、診断や管理を行えばよいでしょう
か。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 食物アレルギーと食物不耐症の違い 
とは？

食物アレルギーと食物不耐症は食物有害反応の一種で
す。これらは「正常な」食物または食品添加物に対する異
常な（予期しない）反応の例です。この一方で、食中毒な
ども食物有害反応ですが、これは異常な食物に対する正
常な（予期される）反応です。

食物アレルギーはペットの免疫系が食事の特定の成分に
反応することで生じます。すべてのアレルギー反応が、食
物に最初に曝露されたときに起こるとは限りません。免
疫系がアレルゲンを認識するためには、過去の曝露経験
が必要になります。食物不耐症は特定の免疫成分に関す
る反応として認識されることはありません。食物不耐症
は、食物を初めて摂取したとき、または既に摂取したこ
とがあるとき、のいずれの時点でも起こる可能性がありま
す1。食物不耐症の種類には、代謝性（乳酸不耐性など）
と特発性があります2。

実際には、食物アレルギーと食物不耐症の区別がなされ
ることはまれです。病因は異なりますが、臨床徴候、診断
および栄養管理は同一ではないにしても類似しています3。



ペットフードに多いアレルギー源1,8

食物アレルギーまたは食物不耐症の診断が確定したペットの長
期栄養管理では、特定されたアレルゲンもしくは問題となる原
材料の除去、あるいは加水分解フード、アミノ酸ベースの療法
食または新規タンパク質を原材料とするバランスのとれた総合
栄養食の継続が必要です1。
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または食物不耐症と診断されました6,7。
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食物アレルギーと食物不耐症の臨床兆候 食物アレルギーと食物不耐症の診断

食物アレルギーと食物不耐症の有病率

食物アレルギーや食物不耐症のペットで見られる臨床徴候は類
似しており、特に皮膚や消化器では同様の臨床徴候が認められ
ます3,4。最も共通する皮膚徴候は非季節性の掻痒で、一般的に、
猫では頭部、頸部および顔に限局し、犬では全身に見られます。

犬で限局性の場合に多い発症部位は耳、足、腹部または顔で
す5。特に多く見られる消化器徴候は下痢と嘔吐です4。

除去食試験は、ペットにおける食物アレルギーと食物不耐症の
標準的な診断法です1,4。血液、皮内、パッチ、唾液および被毛
を用いた検査法は妥当性が確認されておらず、食物アレルギー
の診断として信頼できるとはいえません4。

除去食試験では、自家製ペットフード、タンパク質を加水分解し
た市販ペットフードやアミノ酸ベースの市販ペットフード（総合栄
養食）、または新規タンパク質を材料とする食事などの除去食を
与えます4。加水分解フードや総合栄養食は、食事の記録が不
完全または一貫性がなく、新規タンパク質を特定できない場合
には特に有用です9。加水分解フードに含まれるタンパク質は分
解されているため、身体がアレルゲンを認識する可能性は低く
なります1,10,11。アミノ酸ベースの療法食はタンパク質を最も単純
な形であるアミノ酸として含有しているため、感受性が非常に高
いペットであっても食事管理に役立つ可能性があります9。

皮膚徴候が見られるペットではこれらの食事を少なくとも8〜12
週間継続する必要があります。消化器徴候は2〜4週間の食事で
十分に回復します。再感作（リチャレンジ）に要する時間を考慮す
ると、診断を確定するまで、さらに時間がかかる場合があります。
除去食試験を成功させるには、ペットオーナーに指示を守っても
らうことが重要であり、除去食のみを与える必要があります4。
主要タンパク源以外にも、穀物や他の原材料にタンパク質アレ
ルゲンが含まれることがあるため、食事に含まれる各成分を検
討する必要があります2。

犬や猫における食物アレルギーと食物不耐症の有病率はさまざ
まです。その理由の一部として、評価した個体数や診断法が異
なっていたことが挙げられます6。

食物のアレルゲンはタンパク質です。あらゆる食物に含まれるタ
ンパク質がアレルゲンとなる可能性がありますが、ペットフード
に特に多いアレルゲンはペットフードに最も多く含まれるタンパ
ク質で3、その内訳は国によって異なります。
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